
．鎌報
　　　簸

　　P擁r灘
　曇纏繍縫

　　「銑

　認v’』藤＼
　　　態

ゴ　・覧 蹴曳．

　難一

ち

雛、．叢

滋

蚤

1螺、

、灘

騨

瀞

瞬

　　　鰭驚難．’
ず
　

　　　　　　一
．
諾
牽

　・夢朝

　鷺’
　　　欝灘・
　　鍵
　　　　　撚　i’職
　繊　　　．

蹴　　　　　　　　　　　　　 髪

蕪灘麟

欝雛鰯懸　　 1
　　　　蓮

欝

羅

蓼

肇
～
聯

　
　
　
鑑

霞濯、

　群　毒　1騨　　聾　．

一
鍵
ぎ

蕪

　　鍵モ　　　　　　　　　　　　　　ぞ

鱗・　　　　　　ン♂　　　／・

灘

慧

メ

韓，

鑑

糞

麟

／無

、〆ず’一

、＼っ1ず＼＼

　
　
ψ
召
3
劉

㍉
△
響
、
、
．
嘘

　
　
、
ボ
ノ
レ
魁
、
・
　
ノ

．
泊
一
グ
轍

　
－
藍
倦
ー
、
－
、
纏

　
　
、
　
　
　
　
　
聲
　
．
灘

　
〃
　
　

．
　
　
　
　
蝶
藷

、
　
　
　
　
　
　
　
；
：
蟻
禦

　
　
　
y
　
　
　
　
灘
嚢
懸
p
・
鞍
『
・
．

鰍　

．奪

繍

孫

ノ、〆

〆’　・

総姥．‘1感捧講

翻

醗醐

恕

響
㌧
、

．　癬

　　　　　　　讐　・P’　　　　1　　　　　　　　　　旨

嫌張・　　　　　　敢、欝　　一、　1野距．‘・．

　　　　　　　　　雛
　　　　　　　　　　ドサドサ　　　　　　　　き
　　　　　　　．、甲輝　：．駕　懸籔灘
　　　　　　　　灘、凝難

灘

吊
鷺

騨懸、’羅議嚢

《人ロの動き》男3，・28（一82）女3，・66（一7・）計6，・94（一152）世帯数1，666（一47）

4月1日現在　　出生2　死亡4　転入22　転出172



1””1””””ll”“ll””””1”IIIIll”1”II””””1こうほう・まつだい（4月号）”1”1”1””1”IIII”1”IIlllIIlll”1”llIlll”1”1”1”1”lll”1”II””1””IIll”書llmII”“II”IIIII””1””II”1”lli”IIll”ll“1”1””IIll””II2””II””III”II”1

果結卜ケンア

1）年令と性別

区　分 無記載
10～20代 30代 40代 50代 60代以上 計

回答 構比 回答 構比 回答 構比 回答 構比 回答 構比 回答 構比 回答 構比

男　性 6 1．3 lI 2．5 42 9．4 50 Il．2 Il4 25．5 86 19．2 309 69．1

女　性 6 1．3 H 2二5 30 6．7 28 6．3 10 2．2 85 19．0

不　詳 53 H．9

計 6 1．3 17 3．8 53 H．9 80 17．9 142 31．8 96 21．4 447 100．0

別区2）地

地区名 無記載
10～20代 30代 40代 50代 60才以上 計

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性

松　代 3 5 4 17 6 17 7 26 25 2 93 19 H2
南　部 1 4 6 8 6 8 1 20 14 34

峰　方 2 5 1 4 5 19 4 14 2 44 12 56

伊　沢 1 1 5 8 4 9 4 13 37 8 45
山　平 2 3 2 9 2 12 3 24 H 20 3 70 21 91

奴奈川 6 1 5 5 28 3 6 2 45 H 56

不　詳 53 53

計 6 Il 6 42 H 50 30 lI4 28 86 10 309 85 447



”III”””llII”lll31””II”1”1””1”こうほう・まつだい（4月号）”1””II”””II”IllII川ll”””””III”1”II”1””III”1””II””””1”llll””ll””III”lllIllll量lllllIll”II””llIIII””””1”””II”1”””II”II”llll””II”ll”lll”1”1”

1．北越北線が開通しますと、上越まで約46分、湯沢まで約54分となりますが、あな

たはおもにどう利用されますか。

　⑦どこへ　①関東　②関西　③北陸④上越⑤十日町⑥その他

地　区　名 ①関東 ②関西 ③北陸 ④上越 ⑤十日町 ⑥その他 無回答その他の内容

松　　　代 65 1 26 14 3 ○全般的

に利用

するb

O複数以

上に回

答した

もの。

3

南　　　部 26 2 3 2 1

峰　　　方 37 1 1 6 7 2 2

伊　　　沢 25 3 12 1 4

山　　　平 68 14 4 3 2

奴　奈　川 30 2 9 3 12

不　　　詳 22 1 8 8 13 1

計 273 4 4 69 50 35 12

構　成　比 61．1 O．9 O．9 15．4 11．2 7．8 2．7

⑦どんなことに①通勤②買物③出稼の赴任、帰着④旅行⑤その他

地　区　名 ①通勤 ②買物
③出稼の

赴任帰任 ④旅行 ⑤その他 無回答その他の内容

松　　　代 12 22 13 34 17 ○複数に回答

したもの。

○所用等。

14

南　　　部 5 9 9 9 2

峰　　　方 4 3 18 16 9 6

伊　　　沢 7 7 14 5 6 6

山　　　平 4 17 24 23 14 9
一
奴
　
奈
　
川

6 lO 4 13 20 3

不　　　詳 10 3 lO 10 11 9

計 43 67 92 110 86 49

構　成　比 9．6 15．O 20．6 24．6 19．2 ll．O

9”一”亀”｝’1’o’’’”9’9巳。｝。。9”・9”o’』’』・”g“1唾…’1魯oll』・・。’o電亀。一一・。5”巴1・・50量5’llい1”956艦・一・’3’亀。臨…1’”｝19’1・・臼ll’9。1』・51’“馳』5・llg“・畢…。1”ll…51”』』・・Ilg’』ll…｛1…lo・・』』・gl5”。1・一1昌9・・lh一・｛。．・一匹o・・』51，・9・”｝1・・ll膨一・1，”璽1，，．1，”1。，II』1・・ll謄，．1・”1じ，，．50“』，，一8119・1臨，，，15”。馳』，，1，9・。，，，，』・・gl，，一，91”11，，，，，”，，，，，，、”1，，



””ll”II”IIII””1”1”ll”””lll”llllIII”“II”1こうほう・まつだい（4月号）1””””“II”””ll”11””Ill””lllllll”””1””””1”llIlll”ll”II””1”llIllll”ll””1”lrlII””1””II”III”II”II川Ill””””Ill””1”ll41”1””III”IIIIl書8

2．町では早稲田大学の校外施設を誘致していますが、鉄道の利用によって大学生が

　合宿等で町に滞在することが多くなると期待されます。

　　あなたはこれらの学生をおもに対象とした民宿に関心がありますか。

　　①できればすぐにも受け入れたい。

　　②いまはできないが、将来はやってみたい。

　　③関心がない。

　　④その他

①できれ ②いまは ③関心が ④そ　の 他
ばすぐに できない ない。

地　区　名 も受け入 が、将来 無回答
れたい。 はやって

その他の内容
みたい。

松　　　代 l　O 32 48 18
○やってみたい

4
が地域的にだ

めであろう。

南　　　部 1 7 16 8 ○やってみたい 2

が年を取って

峰　　　方 5 16 19 13 出来ないであ 3
ろう。

伊　　　沢 2 l　O 21 8
○大学生だけで

4
なく、一般客

も対象にやっ

山　　　平 6 30 34 18 てみたい。 3

○通年性でやり

奴　奈　川 3 14 27 l　l たい。
1

○正月の期間に

不　　　詳 8 15 19 7
やってみたい。

4
○検討中。

○関心はあるが

計 35 124 184 83 自分には出来 21
ない。

構　成　比 7．8 27．7 41．2 18．6 4．7

一〇81g’。’…g’”巳’1一”5”。1’”｛豊・”匹’8巳巳豊・・’”駿”1』・’一”1巳陰・・69”。’1…5一髄曝・・一1’g’”1・・1唖”5巳耳1・一一9。匹巳亀…5819’15・1匿’8’1豊・臼・。’”II・・II6”巳臨…gl”ll…匹9”巳亀…II’・11一一15巴馬巴・・｛1…9・謄・。。5・・139・ll・・li一・1巳5・一llDg・。1．1・1Bg・II一一一・ll”II，・・量臨，，．919・ll，，lgl・・巳』1一．1，9gl，，，3｛，5一，。50・1，一，，1一・・11』，，酷1・・1，1－55一・・魅覧，，，，5”，，，，，匹一・5睦，，，酵，一、。1，1，一，一髄巳讐，



”””1”””1”””5””lll””””1””こうほう・まつだい（4月号）Ill”ll”1””””lll”1”Ill”ll”1””1”1”1”ll”1”””ll”1”1”lll””1”llll”””1””ll”1”lll”lll””””lll”III”II”1”lll”1””1”””lllll”1”””1””1”1“”1“”1”1”．

3・十日町市・上越市方面の企業へ通勤が可能となり、また当町への企業の進出も期

　待できます。

　あなたまたはあなたの後継者が、これらの企業で働き、この町に定住する考えは

　ありますか。

　①企業で働き、ここに定住したい。

　②後継者をU夕一ンさせ、定住させたい。

　③企業に勤めなくても、農業を中◇としてここに定住したい。

　④定住する考えはない。

　⑤その他
①企業で ②後継者 ③企業に ④定住す

働き、こ をUター 勤めなく る考えは ⑤そ　の 他
こに定住 ンさせ、 ても、農 ない。

地　区　名 したい。 定住させ 業を中心 無回答
たい。 としてこ

こに定住 その他の内容

したい。

松　　　代 44 26 13 14 10 ○わからない。
5

〇十日町へ通

南　　　部 6 8 1閣O 2 6
勤したい。

2○子供の考え

方次第であ
峰　　　方 17 15 13 5 2 る。 4

○後継者は現

伊　　　沢 17 6 11 3 6 に定住して
2

いる。

山　　　平 25 16 28 14 6
○定住させた

2いが、今の

ところわか
奴　奈　川 9 17 11 4 12 らない。 3

○企業に勤め

不　　　詳 21 10 10 6 5 なくて民宿
1

等で定住し

計 139 98 96 48 47
たい。

19※①と②の複

数の回答も
構　成　比 31．1 21．9 21．5 10．7 lO．5 多くある。 4．3

。9’6”｝’0、’0’’”。1’0191’”h’0’”1｝5。’’’’’’”0●5’・・’08”。h・’’’”1’・・，’0”。1・・II’”｝’0’｝”｝1一’ll6・・91。、・・｛…15。’｝・0’｝・…h・・9…｝・・・…llII・｝59・｝9・・｝9…1…｛融じ．・｛』．・10…9。．、511・・．，，＾1，611”1，9，，｛，曝9，9…1電，，，II”．1巳，，，8”，，曝，，，15．，，し，，巳9．。巳』，書，，．．，，9911，．巴隔，，，，，9，，，，



””“1”ll””””Illl””ll”””1””ll””ll””lllこうほう・まつだい（4月号）”ll”Illl”ll””ll”1””II”1”””lllll””””lll”1””Ill””II”IIll1”1”1“””””ll””llllll”ll“”lm”ll”IIII””Ill””1”””ll”lll”16“”1”lllll”ll””

4．松代町には駅ができることになっています。人を呼び寄せることができる観光資

　源に恵まれているかどうかも、駅のある町としてのメリットを生かすには大切なこ

　ととなります。

　　現在埋れている観光資源も含め、あなたが考えている観光資源をお聞かせ下さい。

　　　O設問4以降は記入回答方式でした。集計の関係で各設問ごとに骨幹を設定し掲載しました。

　1．温　泉　開　発

　　　　　○芝峠の周辺の開発

　　　　　○小荒戸の河川附近の温泉の開発

　　　　　○中子附近の温泉の活用と開発

　2．スキー場の開発

3．

4．

5．

場

所

種

○松代城山附近のレクリエーション施設の整備

○芝　峠　附近

○苧島の北斜面の活用

○室野地区（現有地）

rO一般的なスキー場

○ノルディックコース

○山スキー
類し　　○人工夏スキー
　　○スキー合宿所の建設

山菜について
　　○山菜会館の建設と山菜を味わう会の企画

　　○山　菜　栽　培

　　〇四季を通じた山菜・野菜・根菜等栽培と加工販売

　　○山菜ツアーと観光バスの運行

　　○山ゆりと球根の栽培・販売出荷　　　　　　　　　　　ひょうたん

　　○年間を通じた山菜市場の開催

藁細工と民芸品
　　○藁を加工した民芸品（しめなわ等を含む）

　　○ひょうたん栽培と加工販売

　　○原木を利用した木工品

自然を活かした観光
　　○松苧山周辺及び室野城山附近に人口湖の建設

　　○スカイラインの建設

　　○都会の人達を対象とした林間学校の体験学習の村づくり

　　○豪雪体験ツアー

　　○自然のままの観光（森林浴・牧場づく1））

　　○花木を植える
　　○アヤメ園や探鳥などのサイクリングコースづくり

　　○ゴルフ場などの開発

　　○テニスコートの建設

9・9’”。｝曹1’”1・・OI’。●巳亀…1一”’騒…’501’9…”0”1巳・1””’1…90”’1・960’。”1…5’0”。…’1”聖1・・9’’’”｝1－1”｝｛巳・・1巳89’ll…19”11・・。1。9●II。・159”。1謄・一一9”巳陰・・II。’。巳魯…1昌”ll・・，1－9’11。・〇一9”1鴨…83髄ll．一・II3’。・．el巳9’・II一・髄lh9・ID”1・，。・gIlgll巳9置9川19，，II9・・巳。9，Ilg・。。。，，，II髄ll，一、1一・・1，，，II－1・1，，一，68”。1，，，eI…，，一一〇・”。，巴，lll・融1，，，161・・1，じ



1”””””1”II””71”1”””1”lll”llこうほう・まつだい（4月号）”II”ll”””II”Ill”1”””llII”1”ll”Ill”1”””ll”llII””””1”1”””lll””i”1”i”llllill”1”1””1””II”lll””1””1”””1”III“1”1””lll”mll”””IIII”””“II”

　6．生産・販売活動

　　　　　○きのこ栽培と販売

　　　　　○和紙の生産と和紙による加工品

　　　　　○松代牛の生産と牛肉を食べるツアー観光（ホテルの建設）

　　　　　○地酒造　り

　　　　　○もち米の製品化

　　　　　○芋の生産加工

7．その他について

　　　　○民宿をやる
　　　　○ウガイ（アカバヨ）のつり観光

　　　　○空き家を利用別荘づくぴ）

　　　　○野兎刈『）と豪雪ツアー観光

　　　　○観光農業（観光農園・観光牧場・観光用の米作り）

　　　　○伝統行事の復活とピーアール

　　　　○湧水を生かしたミネラルウォーターの販売

　　　　○農産業の見直し（地区を選定した農産物の栽培と加工販売）

　　　　○広域観光の導入
　　　　○早稲田大学の受け入れ充実と合わせて各種学校の誘致

　　　　○松代町に一品運動を推進した産物（しいたけ栽培など）

5．豪雪に悩まされている当町としては冬季の産業は皆無の現状ですが、これらの発

　掘も定住条件を整備するうえで大切なことと思われます。

　冬期の産業について、あなたの考えていることがありましたら、お聞かせください。

1．企業誘致

　　　○工場団地の造成
　　　○男子雇用型の誘致
　　　〇十日町市・中魚沼郡・松代町・松之山町を対象とした大企業誘致と松代町のベットタ

　　　　ウン化による定住対策を図る

　　　○誘致企業からの内職と通勤

　　　　○山菜加工場

　　職○染色工場
　　　　○スキー板工場

　　種○電子・工学関係の工場
　　　　○除雪機の製造

・一9’巳’”…’”●””。’II’”・・9瞳’9。。h・’1”巳聞臨…’。’●11・・1。9。”隔…’o。’1｝”o釦1｝唇蓼09’1…”o●’｝91’●電1・・ll’”騒1・・ol6”1陰一・・19”｝o’●・』・ol’o’ll…1’●’。h9・1一”。1…II”ll…1・9’巴。…19’・｝1…1．・・119・・馳一置髄ll．、II…唇h．・1－9・。亀，，・｛1。一・1…1，，・lg睡1巳，，昼1・…1価9．1・9・肇，9，。9…。，，，，・一・・1，曾，，1川・1，一，9・髄・，一『，。…99，，，｛，，，，。1・・，，，，，9・・曝，。



””ll””1””””llll””””””1”llll””1”1””1こうほう・まつだい（4月号）”1”””””IIII”ll””””1””1”1”1””””””””1”II”1”””1”lll”1”Illl”1”II”1”””II”””ll”IIlm””ll“””1”ll”””llll”1””181”1”1”lll”ll””

5．豪雪に悩まされている当町としては冬季の産業は皆無の現状ですが、これらの発

　掘も定住条件を整備するうえで大切なことと思われます。

　　冬期の産業について、あなたの考えていることがありましたら、お聞かせください。

2．民宿経営について

　　　　○雪堀体験ツアーによる民宿経営

　　　　○スキー場及び早稲田大学施設の充実により民宿をやりたい

　　　　○ふるさとの味や山菜料理を対象とした民宿経営

3．そ　　の　　他

　　　　○温室栽培（きのこ・山菜・ミョウガ等）

　　　　○藁工品の生産販売

　　　　○温泉水によるハウス栽培とその温泉水を消雪に活用

6．開通後の松代町の将来像は、どうなると思いますか。

　　また産業の振興、観光開発など、いろいろな面でしっかりとした計画を立て、実

　践していくことが必要ですので、あなたの考えていること、こんなことが良いので

　はというアイデアがありましたら、なんでも結構ですので、お聞かせ下さい。

1．北越北線関係について

　　　　○駅舎は萱ぶき屋根にする（ユニークなものにする）

　　　　○待合室は田舎風にする

　　　　○名物のそば・山菜等を味わう食堂を併設する

　　　　○犬伏附近に無人駅を作ってもらいたい

　　　　○駅名（松代駅・松之山郷駅・松之山温泉駅）

　　　　○農具や民具を駅舎の内に展示する

　　　　○北越北線を電化にしてもらいたい

　2．駅前及び周辺開発
　　　　　○山菜会館を建設して土産品やふるさとを味わう食堂を造る

　　　　　○宅地造成をする

　　　　　q企業誘致の土地の確保

・壷。10’”巳・一’9’1’1・9’’’’’”肇・’。’髄’巴・・1”9’鴨1…9一。1｝”。巳1・9・｛9…’9”’馳…””’1…II髄’1…，一。’1。…1”魯。陰…1。91。1・・9｛1…1’”・1・・8，川51・・，96”。19・16・o’｝lo・｝・”。専・9・ll’・。1・・ll一じ・5』・・1…11』・Ilo…1じ・一1…II．，，16・・ll．。・1…亀1．．lo・”巳1，曾・II・・。1，，，95”ll，，1。1・・鞠15e一｛5，一．o…曹9。，一〇・”監曹，，唇lo・・10，，511・・1，，，，｛。，，腰1一・・1，19，，o・・．ロ。
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　3．早稲田大学の誘致関係について

　　　　　　○施　設　の　充実

　　　　　　○早稲田大学の附属高校の設置

　　　　　　○大学生の訪れる教育文化の町づくり

　　　　　　○大学生を対象とした図書館の建設

　　　　　　○民宿　の　経営

　　　　　　○早稲田大学生及びその他の学生を受け入れたスポーツの町づくりをやる

　　　　　　○文化人の高級別荘づくり

4．交 通　網　の　整備

○松代・岡野町線及び404号の整備

○南部～松之山線をバス路線として整備する

○全町無雪化にして北越北線の利用度を高める

5．そ 　の　　他

○都会人の別荘地づくり

○郷土出身者の企業誘致

○郷土出身者による口こみによる観光客の誘致

○特養老人ホームの誘致

○保養地の建設

○避暑地の建設

○コシヒカリの完全商品化

○公立医療機関など誘致する

○官民合同の「地域振興対策専門部会」を

　設置し討論会、研究会を開き、町民意

　識を喚起して困難な問題を解決して行

　く

○集落再編成に着手する

○各戸の屋根除雪の克雪対策を進める

○土地取得のための低利の融資

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　纏榔嚢織鰯灘撫
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6．開通後の松代町の将来像は、どうなると思いますか。

　　また産業の振興、観光開発など、いろいろな面でしっかりとした計画を立て、実

　践していくことが必要ですので、あなたの考えていること、こんなことが良いので

　はというアイデアがありましたら、なんでも結構ですので、お聞かせ下さい。

　　　　　○若者を対象としたアンケートの実施

　　　　　○受け入れ企業の給料が安い

　　　　　○学校教育によ｝）ふるさと指向による定住化を図る

　　　　　○都会の小学生を預かって里親をやってみる

　　　　　○雪　　祭　　1）

　　　　　○観光は松之山町に、松代は学問の町づくりにする（高校統合を図る）

　　　　　○町営の温泉会館

　　　　　○松代の名産（ささだんご・カラッコ・自然芋の即売・トコロの焼酎漬け・山あさつき）

　　　　　○第三セクターによる観光協会の設立

　　　　　○出稼ぎの見なおしから地元企業誘致への就職

　　　　　○町民一人一人の自覚と責任感によって将来を見つめよう

　　　　　○雪国生活体験ツアー等の実施

　　　　　○人　材育　成

　　　　　○集落再編成（松代・奴奈川・山平）を図る

　　　　　○「明日の松代町」のアンケートの実施を希望する

　　　　　○高校附近から太平地区の開発計画を進める

碧16’”畦』・gl一”1働…1’0”恥・II’”1馳…1。腰9。1・9・5一“1働・・10川巳1・・gl一”’』・・1川ll。9・巴9’愚己1…10’gll・8・1’0●。』・II。一”1…1一”’1・・i5’0’19…1’髄巴。・・gl8”11・一1唇99。。・…9－0一。1…1’随ll』・1。1”葛・…9’”。1一’”・鵬…10”ll・・1・川』・。・・9一”1』・151”ll…0・”1巳．。1，1’Ol・。、陰1・0●19…10陰・II．．一59”融・。。・9。餉。1，，・10・・1．，9、量，“65，，、II・・19。一10・”巳魯，9。5一”1．，9，10…1，，．10…．乙
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審曜タ「1麗￥当1

鰹簾
瀞叢
脚際
懸黛
渡識
線罵謡
嚢羅
漢獲
馨繊

の
希
望
を
と
り
、

給
し
ま
す
。

希
望
者
の
み
に
支

　
歯
科
健
診
に
つ
い
て
は
5
月
と
n

月
に
改
め
て
行
い
ま
す
。

◆
2
才
児
健
診

　
2
才
6
か
月
か
ら
3
才
児
に
内
科

健
診
、
検
尿
、
身
体
計
測
、
相
談
を

行
い
ま
す
。
　
（
4
月
、
1
0
月
）

　
歯
科
健
診
は
当
日
行
わ
ず
5
月
と

11

月
に
フ
ッ
素
塗
布
と
合
せ
て
行
い

ま
す
。

◆
3
才
児
健
診
◆

　
3
才
6
か
月
か
ら
4
才
児
に
、
2

才
児
健
診
と
同
じ
内
容
で
行
い
ま
す
。

（
4
月
、
1
0
日
）

　
歯
科
健
診
も
2
才
児
と
同
様
。

◆
育
児
学
級
◆

　
幼
児
健
診
の
翌
月
、
健
診
結
果
、

発
育
、
む
し
歯
予
防
等
に
つ
い
て
お

話
を
し
、
保
育
担
当
者
の
方
々
と
育

児
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
ま
す
。

◆
妊
婦
健
康
相
談
◆

　
マ
マ
ミ
ル
ク
の
支
給
日
に
合
せ
て

行
い
ま
す
。
保
健
婦
が
健
康
相
談
と

家
族
計
画
に
つ
い
て
応
じ
ま
す
。

◆
新
生
児
訪
問
◆

　
生
後
1
か
月
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
に

助
産
婦
か
保
健
婦
が
訪
問
し
ま
す
。

何
で
も
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

※
マ
マ
ミ
ル
ク
に
つ
い
て

　
妊
娠
届
の
際
に
マ
マ
ミ
ル
ク
受
給

歯
科
保
健

1111””””1”””lllこうほう・まつだい（4月号）

母
子
保
健

◆
母
子
学
級
◆

　
妊
娠
中
に
、
前
期
、
中
期
、
後
期

の
3
回
コ
ー
ス
で
行
い
ま
す
。
妊
娠

中
の
過
し
方
、
注
意
点
、
栄
養
、
安

産
等
に
つ
い
て
勉
強
し
、
丈
夫
な
赤

ち
ゃ
ん
を
生
み
ま
し
ょ
う
。
（
4
月
～

6
月
、
1
0
～
1
2
月
）

◆
孫
親
学
級
◆

　
勤
め
に
出
る
お
母
さ
ん
が
多
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
赤
ち
ゃ
ん
の
世
話

を
さ
れ
る
お
ば
あ
さ
ん
方
と
、
年
々

変
っ
て
き
た
育
児
に
つ
い
て
一
緒
に

考
え
、
ご
意
見
を
お
聞
き
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
妊
婦
さ
ん
の
お
母
さ
ん

の
学
級
も
一
緒
に
行
い
ま
す
。
　
（
7

月
、
n
月
）

◆
乳
児
健
診
◆

　
3
、
4
か
月
児
と
9
、
1
0
か
月
児

一
緒
の
健
診
で
す
。
医
師
の
診
察
、

身
体
計
測
、
個
人
指
導
を
行
い
ま
す
。

3
．
4
か
月
児
に
は
離
乳
食
に
つ
い

て
の
話
が
あ
り
ま
す
。
（
4
月
、
6
月
、

8
月
、
1
0
月
、
1
2
月
）

◆
1
才
6
か
月
児
健
診
◆

　
1
才
6
か
月
か
ら
2
才
児
に
内
科

健
診
、
身
体
計
測
、
相
談
を
行
い
ま

す
。
　
（
4
月
、
1
0
月
）

◆
◆
歯
科
健
診
◆
◆

対
象
　
1
才
6
か
月
～
2
才

　
　
　
赫
幕
矯
み
）

時
期
　
5
月
・
n
月
（
予
定
）

1
む
し
歯
予
防
と
フ
ッ
素
塗
布
1

　
む
し
歯
予
防
は
家
庭
で
の
歯
み
が

き
や
、
甘
い
も
の
の
制
限
に
加
え
て

上
手
に
フ
ッ
素
を
利
用
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
フ
ッ
素
は
歯
の
質
を
強

く
し
て
、
む
し
歯
に
な
り
に
く
く
し

ま
す
。
半
年
ご
と
に
塗
布
す
る
と
効

果
が
あ
り
、
又
、
そ
の
安
全
性
に
つ

い
て
は
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
◆
妊
婦
歯
科
健
診
◆
◆

　
4
月
の
母
親
学
級
に
合
せ
て
、
お

母
さ
ん
の
歯
科
健
診
を
行
い
ま
す
。

歯
の
み
が
き
方
や
お
母
さ
ん
と
生
ま

れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
の
む
し

歯
予
防
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
ま
す
。

成
人
保
健

◆
◆
総
合
健
診
◆
◆

　
昨
年
同
様
に
一
般
健
康
診
査
に
合

せ
、
が
ん
検
診
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

母
性
貧
血
検
査
を
行
い
ま
す
。
1
日

で
全
て
の
検
査
が
終
り
ま
す
の
で
す

す
ん
で
受
診
し
て
下
さ
い
。
又
、
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
’

年
度
よ
り
、
4
0
才
以
上
の
婦
人
全
貝

に
対
し
貧
血
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

（
7
月
1
5
日
、
1
6
日
、
1
7
日
、
1
8
日

19

日
、
2
2
日
、
但
し
、
胃
が
ん
検
診

は
7
月
1
3
日
、
1
5
日
～
2
0
日
）

　
健
診
後
、
事
後
指
導
会
を
各
部
落

ご
と
に
実
施
し
ま
す
。

◆
◆
貧
血
教
室
◆
◆

　
総
合
健
診
の
結
果
、
貧
血
で
あ
る

と
指
摘
さ
れ
た
婦
人
の
多
い
部
落
一

つ
を
特
定
し
貧
血
教
室
を
行
い
ま
す
。

年
間
を
通
し
、
貧
血
の
予
防
と
改
善

に
つ
い
て
勉
強
し
再
検
査
を
行
っ
て

経
過
を
追
い
ま
す
。

日
程

　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
、

9
月
2
日

12

月
3
日

12
月
1
0
日

3
月
1
2
日

5
日
　
貧
血
教
室

再
検
査

貧
血
教
室

再
々
検
査

◆
◆
糖
尿
病
教
室
◆
◆

　
健
診
で
尿
糖
口
以
上
の
方
に
血
糖

検
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
糖
尿
病
が

発
見
さ
れ
た
方
を
対
象
に
精
尿
病
教

室
を
行
い
ま
す
。

日
程
　
7
月
2
4
日
　
血
糖
検
査

　
8
月
5
日
　
お
し
ら
せ
会

　
8
月
2
6
日
、
2
8
日
、
糖
尿
病
教
室

◆
◆
高
血
圧
教
室
◆
◆

　
健
康
増
進
指
導
車
に
よ
る
食
事
指

導
に
合
せ
て
高
血
圧
教
室
を
行
い
ま

す
。
日
頃
か
ら
血
圧
の
高
い
方
を
対

象
に
、
合
併
症
を
予
防
し
、
血
圧
の

自
己
管
理
を
行
う
た
め
の
勉
強
を
し

ま
す
。
　
（
7
月
2
5
日
、
2
6
日
）

　
6
0
年
度
か
ら
新
た
に
保
健
婦
1
名

を
加
え
松
代
町
の
保
健
婦
も
3
人
と

な
り
ま
し
た
。
部
落
訪
問
を
は
じ
め

と
し
、
各
種
健
診
、
健
康
相
談
等
、

住
民
の
み
な
さ
ん
と
の
よ
り
密
接
な

関
わ
り
の
中
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
要

望
に
精
一
杯
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
。

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。数

井
和
代
保
健
婦

　
小
荒
戸
・
太
平
・
菅
刈
・
田
沢
・

　
小
屋
丸
・
池
之
畑
・
下
山
・
東
山

　
海
老
・
福
島
・
奈
良
立
・
室
野
・

　
竹
所
・
濁
・
峠
・
木
和
田
原

星
名
由
美
子
保
健
婦

　
千
年
．
池
尻
・
会
沢
・
清
水
・
桐

　
山
・
蓬
平
・
田
野
倉
・
仙
納
・
莇

　
平
．
小
貫
・
諏
訪
峠
・
寺
田
・
名

平
・
蒲
生
・
儀
明

高
橋
淳
子
保
健
婦

　
松
代
・
犬
伏
・
孟
地
・
片
桐
山
・

　
滝
沢
・
中
子
・
苧
島
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『
変
動
気
象
に
負
け
な
い
稲
つ
く
り
』

㎜
　
　
1
良
質
米
一
割
安
定
増
収
運
動
1

　今年は雪消えが平年より5～7日遅れて5月3日前後にな

る見込みです。

◎苗代用地の早期消雪を図り
　、’、の凡ノ、A’、Aノ、A’、o【しのσ◎●の【bgσ◎●の貞◎ノ、A■o、ノ㌦’、ノ㌦’、Aの■、のの◎●．、σの◎’、A9㈹．A’、●凡6ρ、A’、のの◎ノ、の凡’、9ρ㌦φρ、σの舶ρ、6【◎9●、のの◎’、’

　　適期田植えができるように努力しましょう！！
　、．ρ、β舶ρ、9【』’、A．9、●’㌦ノ、●の◎■■、●9㌔9斡■のρ㌔づ，、oの■のo、●の■．ρ、β◎●■、β■9σ、9磯●’、9の◎‘ρ、A9●、，貞舶ρ、o【◎・9●●●磯◎■■、のの◎9■、●“●9・、9の◎’、のの◎●の、β舶ρ、9の●9■、β◎9●●■9の◎’、9の●の◎、β◎’、9の●’、go●go、●ρ㌦ノ、のの◎●●、■の◎go、9の■’、9の■ノ、のの●’り●●」㌦9ρ、，の．oφ、9のし’、の∩』．σ、の【騒、σ、’

融雪促進剤の散布や溝堀り，散水，機械除雪などにより早

期に苗代用地の消雪に努めましょう。

町ではこれらに要す経費の一部について助成いたします。

◎耕作道の除雪対策について
　、．ρ、A．ρ、．【●69、A9㎝●のの◎．ρ、9磯舶ρ、’■の■、9の◎99、，【』’、のの■．㈹●9の◎．9、9の◎●σ、β．99、ヂ㌦‘ρ、9の◎96、ρの◎．●●◎σ員舶9、の【・■●、A◎．ρ、‘【噺99、9の・‘ρ、Aゆρ、●の．’、9の．99、の“．’、’

苗代や野菜，たばこの育苗用地への耕作道を共同で機械除

雪される場合には，基準事業費1km当りにつき32，000円

を限度とし，その60％を助成いたします。

除雪対象延長は，町登録農林道（町道）台帳に記載された

延長以内とします。
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ま

す
1二

◎
出
身
地
　
上
越
市

◎
都
留
文
学
大
学
　
文
学
部
卒

　
松
代
に
来
ら
れ
て
日
も
浅
い
で
す

が
感
想
を
聞
か
せ
て
下
さ
い
。

　
松
代
は
車
で
通
過
し
た
こ
と
が
、

あ
る
位
で
す
。
私
も
上
越
で
す
の
で

雪
に
は
驚
き
ま
せ
ん
。
山
が
手
前
に

あ
る
な
あ
…
…
と
言
う
感
が
し
ま
し

た
。艦ヂ

纏
繋騰灘膿

搬

◎
趣
　
味

　
ド
ラ
イ
ブ
・
ス
ポ
ー
ツ

◎
抱
　
負

　
学
窓
を
巣
立
っ
た
ば
か
り
の
人
生

体
験
に
と
ぼ
し
い
も
の
で
す
が
、
早

く
松
代
に
な
れ
て
、
元
気
な
先
徒
を

育
て
る
よ
う
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

　
実
社
会
の
諸
事
に
は
、
未
知
未
熟

で
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

松代小学校高橋　春生先生

　　　　　　　（5年生担任）

簿，　
懸

　
　
趨
義
．
雛

　
・
難
欝
灘

　
　
驚
鞭
灘

ゴ∂0～　
　～

爵

蒲生小学校寺田分校

伊藤久喜先生（3年生担任）

松代町役場

　保健婦高橋淳子

◎
出
身
地
　
能
生
町

◎
中
京
大
学
　
文
学
部
卒

　
松
代
は
始
め
て
で
す
か
。

　
始
め
て
で
す
。
ブ
ナ
が
芽
吹
き
、

静
か
で
と
て
も
良
い
所
で
す
。

◎
趣
　
味

　
読
書
、
音
楽
鑑
賞

◎
抱
負

　
皆
様
か
ら
の
教
訓
を
生
か
し
、

元
気
で
、
良
く
働
き
、
よ
く
学
ぶ

生
徒
を
育
て
る
よ
う
、
微
力
な
が

ら
精
一
杯
努
力
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
ご
協
力
の
程
、
お

願
い
し
ま
す
．

◎
出
身
地
　
十
日
町
市

　
雪
国
に
生
ま
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
冬
は
苦
手
！
し
か
し
、
松
代
町

に
や
っ
て
来
た
か
ら
に
は
、
雪
と
仲

よ
く
し
な
け
れ
ば
と
、
今
か
ら
思
っ

た
り
も
し
て
い
ま
す
。
春
の
訪
れ
を

待
ち
遠
し
く
思
い
、
雪
解
け
の
水
に

胸
が
弾
む
の
も
、
雪
国
な
ら
で
は
の

こ
と
。
自
然
の
美
し
い
松
代
町
で
、

四
季
の
移
り
変
わ
り
を
味
わ
い
な
が

ら
、
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、

精
一
杯
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
至
ら
ぬ
点
も
多
い
か
と
思

い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
．

　
　
　
　
　
　
　
　
魯
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▼
新
し
く

　
　
来
ら
れ
た
先
生

（
管
理
職
）
校
長
・
教
頭

○
松
代
小
学
校
長

田
中
　
恵
（
上
越
教
育
事
務
所
）

○
孟
地
小
学
校
教
頭

和
田
一
雄
（
青
海
町
・
青
海
小
）

○
蒲
生
小
学
校
教
頭

保
坂
邦
夫
（
松
之
山
町
・
松
里
小
）

○
奴
奈
川
小
学
校
校
長

上
野
正
靖
（
上
越
教
育
大
附
属
中
）

○
儀
明
小
学
校
教
頭

岸
田
　
昌
（
上
越
市
・
訪
諏
小
）

o
莇
平
小
学
校
長

水
野
文
俊
（
上
越
市
・
直
江
津
中
）

○
蓬
平
小
学
校
教
頭

佐
藤
　
孜
（
村
松
町
・
村
松
東
小
）

○
松
代
中
学
校
長

松
縄
教
一
（
上
越
市
教
育
委
員
会
）

（
一
般
職
）
教
諭

○
松
代
小
学
校

三
浦
友
子
（
妙
高
高
原
町
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
妙
高
南
小
）

高
橋
春
生
（
新
採
用
）

○
菅
刈
分
校

涌
井
洋
一
（
能
生
町
・
能
生
小
）

○
下
山
分
校

戸
田
一
弘
（
上
越
市
・
直
江
津
南
小
）

○
清
水
小
学
校

佐
藤
喜
和
治
（
新
井
市
・
新
井
南
小
）

○
海
老
分
校

大
岩
　
晃
（
上
越
市
・
戸
野
目
小
）

古
沢
純
子
（
上
越
市
、
飯
小
）

○
北
山
小
学
校

井
上
政
身
（
名
立
町
・
下
名
立
小
）

○
蒲
生
小
学
校

渡
辺
美
智
子
（
新
潟
市
・
木
戸
中
）

○
寺
田
分
校

伊
藤
久
喜
（
新
採
用
）

○
奴
奈
川
小
学
校

古
川
孝
雄
（
上
越
市
・
国
府
小
）

渡
辺
　
聡
（
長
岡
市
・
大
積
小
）

涌
井
三
枝
（
能
生
町
・
能
生
小
）

○
儀
明
小
学
校

三
田
吉
夫
（
上
越
市
・
春
日
新
田
小
）

○
莇
平
小
学
校

吉
田
光
夫
（
上
越
市
・
高
田
西
小
）

佐
久
間
玲
子
（
柿
崎
町
・
上
下
浜
小
）

○
蓬
平
小
学
校

飯
吉
さ
と
み
（
上
越
市
・
稲
田
小
）

o
松
代
中
学
校

熊
木
文
一
（
吉
川
町
、
吉
川
中
）

松
永
哲
郎
（
五
泉
市
・
五
泉
中
）

▼
勤
務
す
る
学
校
が

　
　
　
　
　
変
っ
た
先
生

○
松
代
小
学
校

小
堺
哲
也
（
北
山
小
）

樋
口
八
重
美
（
孟
地
小
）

○
孟
地
小
学
校

市
川
綾
子
（
海
老
分
校
）

石
野
幸
子
（
蒲
生
小
）

○
松
代
中
学
校

相
沢
弓
子
（
奴
奈
川
小
）

▼
町
外
に

　
　
　
転
出
さ
れ
た
先
生

○
松
代
小
学
校

佐
藤
勝
己
（
板
倉
町
、
板
倉
中
）

高
橋
保
雄
（
県
、
文
化
行
政
課
）

大
山
明
雄
（
栃
尾
市
・
栃
尾
東
小
）

町
田
範
子
（
能
生
町
・
南
能
生
小
）

○
菅
刈
分
校

細
井
　
昭
（
堀
之
内
町
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
之
内
小
）

○
下
山
分
校

藤
田
豊
明
（
西
山
町
・
二
田
小
）

○
清
水
小
学
校

中
俣
博
嗣
（
広
神
村
・
西
小
）

○
海
老
分
校

渋
谷
孝
雄
（
十
日
町
市
・
川
治
小
）

σ
蒲
生
小
学
校

森
沢
　
勉
（
上
越
市
・
大
手
町
小
）

○
奴
奈
川
小
学
校

保
坂
圭
介
（
中
越
教
育
事
務
所
）

高
橋
英
雄
（
県
立
教
育
セ
ン
タ
ー
）

高
倉
芳
行
（
上
越
市
・
大
手
町
小
）

○
儀
明
小
学
校

　
宇
治
睦
郎
（
義
務
教
育
課
）

　
鶴
巻
光
臣
（
上
越
市
・
飯
小
）

○
莇
平
小
学
校

渡
辺
正
次
（
柿
崎
町
・
上
中
山
小
）

関
川
　
隆
（
上
越
市
・
保
倉
小
）

伊
部
智
子
（
十
日
町
市
・
名
ケ
山
小
）

○
蓬
平
小
学
校

田
中
　
尚
（
吉
川
町
・
源
小
）

小
野
島
康
子
（
長
岡
市
・
栖
吉
小
）

○
松
代
中
学
校

赤
川
四
郎
（
浦
川
原
村
・
下
保
倉
小
）

関
谷
桂
二
（
浦
川
原
村
・
浦
川
原
中
）

村
山
悦
夫
（
大
島
村
・
大
島
中
）

清
水
俊
一
（
上
越
市
・
城
東
中
）

渡
辺
忠
邦
（
板
倉
町
・
板
倉
中
）

渡
辺
和
彦
（
妙
高
高
原
町
・
妙
高
中
）

久
保
田
清
美
（
安
塚
町
・
安
塚
中
）

▼
退
職
さ
れ
た
先
生

o
松
代
小
学
校

高
橋
　
渡

○
孟
地
小
学
校

市
川
　
寛

＝歳時記
　ゴールデン・ウィーク

　
四
月
二
十
九
日
の
天
皇

誕
生
日
に
始
ま
り
、
五
月

三
日
の
憲
法
記
念
日
、
五

月
五
日
の
こ
ど
も
の
日
と
、

休
日
が
続
き
ま
す
が
、
特

に
こ
の
週
を
ゴ
ー
ル
デ
ン
・

ウ
ィ
ー
ク
（
黄
金
週
間
）

と
呼
ぶ
の
は
、
な
ぜ
な
の

で
し
よ
う
。

　
こ
の
言
葉
を
、
現
代
用

語
を
解
説
し
た
本
の
外
来

語
の
索
引
で
探
し
ま
し
た

が
、
見
あ
た
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
え

ば
、
こ
れ
は
和
製
英
語
だ
っ
た
と
気

つ
い
て
ほ
か
を
探
し
ま
し
た
が
、
そ

れ
で
も
な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
首
を

ひ
ね
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と
映

画
産
業
の
欄
で
探
し
あ
て
ま
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
と
い
う

言
葉
は
、
も
と
も
と
は
映
画
や
演
劇

の
興
行
界
や
遊
園
地
な
ど
の
観
光
業

界
で
使
わ
れ
て
い
た
業
界
用
語
だ
っ

た
の
で
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
週
は
興

行
・
観
光
業
界
の
か
き
い
れ
時
、
と

い
う
意
味
で
こ
の
言
葉
を
使
っ
て
い

た
よ
う
で
す
．

　
も
っ
と
も
、
今
は
一
般
の
人
々
も

「
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク

は
ど
こ
か
旅
行
に
で
も
…
…
」
な
ど

と
連
休
の
代
名
詞
と
し
て
使
う
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
祝
日
は
一
年
間
に
何

日
あ
る
か
ご
存
じ
で
す
か
。
十
二
日

で
す
。
こ
れ
ら
の
祝
日
の
ほ
と
ん
ど

は
、
昭
和
二
十
三
年
七
月
三
十
日
に

「
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
」
に

よ
っ
て
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

四
十
八
年
四
月
十
二
日
に
こ
の
法
律

の
一
部
改
正
に
よ
っ
て
、
振
替
休
日

が
決
め
ら
れ
、
日

曜
日
と
祝
日
が
重
　
　
　
　
　
　
無

　
　
、
　
　
　
融

な
る
い
わ
ゆ
る
鵯
　
男

”
休
日
の
日
食
”
　
■
　
　
》

が
な
ー
な
り
、
連
謬
　
》

休
は
ま
す
ま
す
大

型
化
し
ま
し
た
。
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◎
　
◎
　
　
　
　
◎
　
◎
　
　
　
　
◎
　
鰯
　
◎
　
　
　
　
鰯

　∞。

お
じ
や
ま

繊　
　
続
　
◎
　
　
　
　
◎
　
◎
　
　
　
　
◎
　
◎
　
　
　
　
◎
　
鰯

寵
　
◎
　
　
　
　
織
　
智
剛
　
　
　
　
◎
　
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ま
す
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰯

◎
　
◎
　
　
　
◎
鰯
　
　
　
◎
　
　
　
維
　
◎

吉
澤
光
学
松
代
工
場

齋
騰
懸
触

撃騨
糖　

今
回
は
、
本
社
、
東
京
荒
川
区
東

尾
久
、
吉
澤
光
学
株
式
会
社
、
（
社
長

吉
澤
庸
留
）
松
代
、
室
野
両
工
場
を

お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
。

　
松
代
工
場
は
、
松
代
分
遣
所
（
消

防
署
）
前
の
ト
ド
メ
キ
川
を
渡
っ
た

小
高
い
所
に
あ
る
。

　
二
階
の
事
務
室
に
案
内
さ
れ
た
。

工
場
長
の
大
野
さ
ん
は
、
電
話
中
で

あ
っ
た
。
部
屋
を
見
わ
た
す
と
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
表
彰
状
が
目
に

入
っ
た
。

　
創
業
さ
れ
た
の
は
、
何
時
頃
で
し

た
か
ね
。

　
昭
和
5
3
年
3
月
で
す
。
従
業
員
数

は
9
名
で
し
た
．

　
ど
ん
な
切
っ
掛
け
で
吉
澤
光
学
が

松
代
へ
来
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
．

　
私
を
吉
澤
光
学
（
東
京
本
社
）
へ

心
配
し
て
く
れ
た
先
生
の
娘
さ
ん
が
、

松
代
高
校
の
先
生
に
来
ら
れ
て
、
そ

の
先
生
の
紹
介
で
松
代
の
方
が
、
東

京
本
社
へ
就
職
す
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
な
ど
：
…
・
故
柳
三
郎
さ
ん
（
菅

刈
）
の
協
力
で
昭
和
4
6
年
頃
松
代
へ

進
出
す
る
計
画
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
の
従
業
員
は
何
人
で
す
か
。

　
松
代
工
場
が
2
7
人
、
室
野
工
場
が

9
人
で
す
。
（
男
性
、
2
3
人
女
性
、
1
3

人
で
す
．
）

　
ど
ん
な
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
の
で

し
よ
う
か
。

　
主
に
、
カ
メ
ラ
、
事
務
器
、
ビ
デ

オ
な
ど
の
レ
ン
ズ
の
研
摩
（
み
が
き
）

で
す
。
今
は
4
2
種
類
程
の
レ
ン
ズ
を

み
が
い
て
い
ま
す
。
勤
務
時
間
は
、

朝
8
時
か
ら
夕
方
5
時
ま
で
で
、
受

注
高
も
年
間
平
均
し
て
い
ま
す
。

　
部
屋
の
温
度
が
高
い
で
す
け
ど
、

ど
ん
な
環
境
が
必
要
な
ん
で
す
か
。

　
温
度
は
、
2
3
～
2
8
度
、
2
5
度
が
適

温
で
す
の
で
、
冬
は
暖
房
が
必
要
で

す
。
（
レ
ン
ズ
の
貼
り
付
に
必
要
な
接

着
剤
の
た
め
）
夏
場
で
も
2
7
～
2
8
度

位
に
し
て
除
湿
器
を
か
け
た
い
で
す

ね
。
電
気
代
が
大
変
で
す
ね
…
…
…

　
仕
事
上
ど
ん
な
こ
と
に
注
意
す
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　
傷
と
か
、
ヤ
ヶ
（
指
紋
な
ど
）
が

付
か
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
す
。

　
レ
ン
ズ
は
、
こ
こ
で
製
品
に
仕
上

る
の
で
し
よ
う
か
。

　
ま
だ
コ
ー
テ
ン
グ
と
言
う
仕
事
が

残
り
ま
す
。
将
来
は
全
工
程
を
や
り

た
い
で
す
ね
…
…
…

　
工
場
敷
地
は
、
ど
れ
位
必
要
な
ん

で
す
か
。

　
松
代
工
場
が
、
2
5
ア
ー
ル
（
2
反

5
畝
）
で
す
が
4
0
～
5
0
ア
ー
ル
ほ
し

い
で
す
ね
…
…

　
賞
状
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
こ
と
な

ど
、
お
聞
き
し
な
が
ら
、
昨
年
（
5
9

年
）
進
出
し
た
、
室
野
工
場
へ
案
内

し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

　
室
野
工
場
は
、
本
田
屋
さ
ん
の
左

隣
（
前
、
政
府
指
定
倉
庫
）
に
あ
る
。

一
階
に
は
、
と
こ
ろ
狭
し
と
機
械
が

な
ら
ん
で
い
た
。
風
を
送
っ
て
い
る

機
械
、
何
種
類
も
の
研
摩
す
る
機
械

な
ど
．
…
：
…
二
階
に
上
っ
て
研
摩
さ

れ
た
製
品
を
見
せ
て
も
ら
い
、
機
械

の
精
密
さ
と
、
レ
ン
ズ
の
美
し
さ
に

感
動
し
な
が
ら
、
工
場
を
後
に
し
た
。
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．
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懸
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．
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ぴ

g
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松
代
町
郷
土
誌
に
よ
れ
ば
、
西
歴

｝
、
五
〇
〇
年
代
の
犬
伏
城
主
、
清

水
釆
女
正
の
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
と

言
わ
れ
、
清
水
に
移
り
住
ん
で
清
水

の
姓
を
名
の
り
後
、
岡
野
町
に
移
り

菩
堤
寺
、
西
照
寺
に
こ
の
経
緯
が
記

録
さ
れ
て
お
る
と
す
れ
ば
、
歴
史
的

に
は
相
当
古
い
時
代
か
ら
存
在
し
て

い
た
こ
と
が
推
察
出
来
る
。

　
位
置
は
、
町
中
心
部
よ
り
北
東
寄

り
、
県
道
松
代
、
岡
野
町
線
の
旧
峰

方
村
、
標
高
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
内
外

の
丘
陵
地
帯
、
会
沢
、
清
水
、
桐
山

と
続
き
、
刈
羽
中
魚
沼
の
三
郡
界
に

近
く
、
距
離
六
キ
ロ
。
地
型
に
恵
ま

れ
な
い
北
西
斜
面
に
現
在
三
十
二
戸

が
散
在
し
て
い
る
。

　
耕
地
も
町
内
で
最
も
不
良
の
条
件

で
あ
る
の
が
過
疎
に
拍
車
を
か
け
た

一
ツ
の
要
因
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

長
い
期
間
七
十
五
戸
を
維
持
し
て
お

っ
た
が
、
現
在
の
戸
数
に
激
滅
し
た

の
は
、
戦
後
の
急
速
な
社
会
的
変
化

特
に
経
済
の
激
動
で
、
華
や
か
に
発

展
し
た
産
業
の
ヒ
ズ
ミ
が
全
国
的
に

僻
地
の
過
疎
を
助
長
し
て
来
た
の
で

あ
る
が
、
そ
の
極
端
に
あ
ら
わ
れ
た

典
型
的
な
姿
が
現
在
の
清
水
部
落
で

　　蕪
　縄霧，　

　
　
繍
馨
懸

㈱．

灘
灘
灘盤難購霧

　
只
、
撚
究

　
　
　
標
高
が
あ
る
為
、
四
囲
の
眺

望
は
町
内
随
一
を
誇
り
得
る
と
思
っ

て
い
る
。
東
方
は
、
目
前
に
松
苧
連

山
の
老
松
、
遙
か
遠
く
神
秘
的
な
魚

沼
三
山
の
雄
姿
、
南
に
谷
川
連
峰
、

苗
場
山
に
頸
城
三
山
が
望
ま
れ
、
西

、
纏

方
は
黒
姫
山
、
米
山
が
指
呼
の
間
に

あ
る
。

　
町
内
の
最
多
雪
地
帯
で
あ
り
な
が

ら
春
の
訪
れ
は
他
に
く
ら
べ
約
、
二

十
日
位
は
早
く
、
ブ
ナ
の
芽
吹
く
と

山
の
新
緑
の
季
節
に
は
、
長
い
冬
籠

り
か
ら
解
放
さ
れ
、
暖
か
な
日
射
し

軟
か
な
春
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
山
野

菜
取
り
を
や
っ
て
お
れ
ば
、
何
も
の

に
も
替
え
ら
れ
な
い
大
自
然
の
良
さ

に
身
心
共
に
溶
け
込
ん
で
し
ま
う
。

夏
は
涼
し
く
蝉
し
ぐ
れ
を
聞
き
つ
つ

昼
帰
の
一
刻
は
正
に
天
下
泰
平
の
境

地
で
も
あ
る
。
肥
馬
高
天
秋
晴
れ
の

日
は
、
澄
み
切
っ
た
青
空
の
彼
方
に

日
本
海
、
更
に
遠
く
霞
の
如
き
佐
渡

ヶ
島
ま
で
見
え
る
。

　
村
上
の
ゴ
ヨ
ド
山
頂
で
は
、
北
方

遠
く
、
長
岡
宮
内
あ
た
り
新
潟
平
野

の
一
端
が
、
棚
引
く
煙
の
下
に
、
黄
金

色
の
稲
田
が
広
々
と
見
る
こ
と
も
出

来
る
。
前
記
が
長
く
な
っ
た
が
部
落

の
歴
史
記
録
は
少
な
く
、
古
く
か
ら

の
言
伝
え
で
は
、
昭
和
三
十
年
高
柳

町
に
分
割
編
入
さ
れ
た
倉
下
で
あ
っ

た
と
言
わ
れ
、
神
社
跡
と
刻
ま
れ
た

石
碑
が
現
存
し
て
事
実
で
あ
る
こ
と

が
証
明
さ
れ
る
。

　
戸
数
十
七
戸
の
時
、
現
在
の
位
置

に
移
住
し
、
氏
神
八
幡
神
社
を
遷
宮

し
た
。
そ
の
際
中
間
地
点
で
一
休
み

し
た
と
こ
ろ
を
休
場
と
小
字
名
に
し

た
と
言
う
。
そ
の
北
方
の
天
王
山
麓

に
現
在
の
岡
野
町
の
西
照
寺
が
建
立

さ
れ
て
お
っ
た
が
何
か
の
原
因
で
寺

が
崩
壊
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
寺
崩
と

言
う
地
名
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
後
の
長
い
年
月
開
拓
の
努
力

が
続
け
ら
れ
、
七
十
戸
以
上
が
生
活

出
来
る
ま
で
に
発
展
し
た
と
思
わ
れ

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
1
7
ペ
ー
ジ
ヘ
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昭
和
三
年
春
、
神
社
境
内
を
含
む

大
地
辻
り
が
発
生
し
た
が
、
そ
の
前

徴
の
亀
裂
を
発
見
し
た
の
は
、
大
正

初
期
で
再
度
神
社
を
現
在
地
に
移
築

し
た
が
、
そ
の
費
用
に
充
て
る
為
に
、

境
内
の
神
木
を
売
却
伐
採
し
た
際
、

杉
の
大
木
の
年
輪
は
七
二
〇
以
上
の

古
木
で
あ
り
、
ま
た
、
正
面
の
樫
の

巨
木
は
、
大
人
4
～
5
名
の
手
を
つ

な
ぎ
漸
く
届
く
と
言
っ
た
も
の
で
、

現
存
し
て
お
れ
ば
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
る
程
の
大
物
で
あ
っ
た
。
こ

の
樫
は
根
元
に
大
穴
が
あ
り
、
こ
れ

に
ま
つ
わ
る
古
文
書
が
残
っ
て
お
り

紹
介
し
た
い
。

　
差
上
申
一
札
の
事

　
　
「
一
栃
ケ
原
村
枝
後
谷
百
姓
長
左

エ
門
弟
、
惣
吉
と
申
者
年
四
拾
才
に

罷
成
当
年
に
松
野
山
組
、
松
代
村
丹

助
方
に
奉
公
仕
罷
在
申
候
所
相
願
当

五
月
三
日
親
里
ツ
罷
帰
申
候
所
夜
に

入
り
申
候
右
同
組
清
水
村

氏
神
之
社
に
一
宿
仕
候
を
熊
出
喰
殺

し
骨
肉
共
に
喰
申
し
両
足
少
残
申
候

当
村
に
て
は
少
し
（
六
字
不
明
）

右
泊
り
申
も
存
知
不
申
熊
喰
申
候
節

も
夜
中
之
儀
故
惣
吉
知
不
申
翌
日
漸

見
付
申
候
所
右
の
趣
に
相
違
無
御
座

候
に
付
後
谷
松
代
い
も
付
届
け
仕
申

候
所
弥
〃
右
の
者
に
相
定
申
候

　
此
度
御
尋
に
付
申
上
候
通
相
違
無

御
座
候
以
上

　
元
文
四
年
末
六
月

　
　
　
　
　
清
水
村
庄
屋
作
左
エ
門

柳
沢
徳
左
エ
門
殿
　
組
頭
与
左
工
門

林
　
甚
左
エ
門
殿
百
姓
代
市
郎
エ
門

　
（
注
桜
町
天
皇
西
暦
一
七
三
四
年
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
四
七
年
前
）

　
此
の
他
に
も
色
々
の
古
文
書
が
あ

り
、
村
自
治
の
定
の
申
合
せ
に
違
反

し
た
者
は
、
年
間
の
祝
日
や
行
事
集

会
の
際
に
は
、
赤
頭
巾
を
か
ぶ
ら
せ

る
と
言
う
徴
笑
ま
し
い
内
容
の
も
の

で
あ
る
。

　
古
代
文
字
の
判
読
は
容
易
で
な
い

が
、
天
和
三
年
同
五
月
付
の
検
地
帳

に
、
真
田
伊
豆
守
、
検
地
惣
奉
行
木

村
縫
右
衛
門
他
役
人
五
名
、
案
内
人

は
庄
屋
と
百
姓
一
名
が
連
書
さ
れ
て

い
る
の
が
あ
り
、
そ
の
際
の
高
、
都

合
拾
八
石
四
升
五
合
と
決
定
さ
れ
て

い
る
。
西
暦
一
、
六
八
二
年
で
今
よ

り
三
〇
五
年
前
と
な
り
、
他
に
天
正

八
年
と
言
う
の
は
、
判
読
出
来
な
く

逆
算
す
れ
ば
、
四
百
年
以
上
と
な
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
尚
各
地
に
有
る
戦
国
時
代
の
敗
戦

の
残
党
が
隠
れ
住
み
付
い
た
の
が
、

先
祖
で
あ
っ
た
と
い
う
言
い
伝
え
か

ら
推
察
す
れ
ば
、
家
宝
と
し
て
い
た

脇
差
し
の
銘
が
備
中
威
羽
住
山
下
善

衛
門
座
天
正
十
二
年
八
月
　
日
。

備
前
国
住
長
船
祐
定
作
と
言
う
古
刀

が
あ
っ
た
が
、
　
（
戦
時
供
出
）
逆
算

す
れ
ば
四
二
〇
年
前
位
と
な
り
、
家

系
も
相
当
古
く
長
く
続
い
て
い
る
事

と
思
わ
れ
る
。

　
山
間
傾
斜
の
土
地
、
　
「
耕
し
て
天

に
至
る
」
と
言
う
が
如
く
、
田
畑
を

開
墾
し
、
生
活
し
て
お
っ
た
祖
先
、

人
力
だ
け
で
頑
張
っ
て
来
た
努
力
の

姿
が
如
何
に
大
変
で
あ
っ
た
か
が
偲

ば
れ
る
。

　
今
は
無
き
清
水
を
象
徴
し
た
松
の

大
木
の
因
緑
話
を
被
露
し
て
見
た
い
。

　
　
瓢

　
現
在
の
県
道
バ
ス
停
の
所
、
小
高

い
丘
の
上
に
、
直
経
一
メ
ー
ト
ル
以

上
の
太
い
松
が
あ
り
、
高
さ
二
十
メ

ー
ト
ル
位
、
蛇
の
目
傘
を
開
い
た
様

な
優
雅
な
美
し
い
姿
の
枝
振
り
は
、

今
で
も
村
民
の
何
か
に
つ
け
、
話
題

と
な
り
、
有
り
し
日
を
懐
し
ん
で
い

る
。　
明
治
三
十
年
代
、
郡
道
（
県
道
）

の
開
削
の
際
に
片
方
だ
け
根
を
切
り

取
っ
た
為
、
年
毎
に
衰
弱
し
て
来
て

い
た
。
根
元
に
は
塚
や
墓
碑
が
五
～

六
基
有
り
、
そ
の
一
基
は
年
代
は
不

明
で
あ
る
が
、
道
海
と
い
う
行
者
が

諸
国
行
脚
の
末
、
立
寄
っ
た
年
に
庄
屋

宅
で
死
亡
と
、
持
金
、
経
文
と
壷
に

入
れ
埋
め
、
塚
を
建
て
た
と
い
う
事

　
　
　
　
　
　
顎

で
、
現
在
道
海
塚
の
地
名
と
な
っ
て

い
る
。
代
々
言
継
が
れ
て
い
る
の
は
、

こ
の
松
の
枝
が
折
れ
る
と
村
内
に
災

難
が
あ
る
と
の
事
で
、
地
辻
り
や
火

災
等
が
発
生
す
る
度
に
、
振
り
返
る

と
数
年
以
前
に
枝
折
れ
が
有
っ
た
様

に
思
わ
れ
る
。
何
の
根
拠
も
無
い
事

で
偶
然
の
一
致
で
あ
る
に
し
て
も
、

背
筋
に
寒
気
の
感
ず
る
様
で
あ
る
。

昭
和
四
十
二
年
の
大
雪
の
年
、
枝
と

枝
の
均
衝
が
失
わ
れ
た
為
、
遂
に
根

元
か
ら
倒
伏
し
て
、
こ
れ
が
一
ツ
の

転
期
で
も
あ
る
様
に
挙
家
離
村
が
始

ま
り
、
往
時
の
半
分
に
も
満
た
な
い

戸
数
に
減
少
し
た
現
状
を
考
え
る
と
、

言
い
伝
え
ら
れ
た
迷
信
と
言
い
捨
て

切
れ
な
い
感
が
し
杞
憂
に
過
ぎ
な
い

が
今
後
の
推
移
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
世
は
正
に
科
学
万
能
の
時
代
、
自

然
は
次
々
と
失
わ
れ
て
来
た
が
、
最

近
は
見
な
お
さ
れ
、
こ
れ
が
保
全
維

持
の
努
力
と
政
策
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
　
一
面
交
通
は
北
越
急
行
の
着
工
、

国
道
の
改
良
整
備
が
急
速
に
進
め
ら

れ
、
峰
方
地
区
も
、
現
在
着
々
と
拡

幅
改
良
が
施
工
さ
れ
て
い
る
。
近
い

う
ち
に
関
東
圏
と
は
、
夢
想
も
し
な

か
っ
た
近
距
離
と
な
る
事
実
を
踏
ま

え
、
衆
知
を
集
め
て
、
大
自
然
を
生

か
し
た
観
光
の
地
と
し
て
の
施
策
を

町
を
挙
げ
て
実
施
す
る
こ
と
が
急
務

で
は
な
か
ろ
う
か
。
都
市
生
活
に
疲

れ
て
い
る
人
達
も
施
策
如
何
に
よ
っ

て
は
、
一
度
訪
れ
た
印
象
は
、
た
と

え
ば
峰
方
の
四
季
が
忘
れ
ら
れ
な
く

な
り
、
流
動
人
口
と
し
て
の
期
待
も

出
来
、
過
疎
の
歯
止
め
と
な
る
事
を

念
願
し
つ
つ
紹
介
に
も
な
ら
な
い
雑

文
で
責
を
終
り
ま
す
。

●
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4月1日から次のような担当に変りました。職員一同

はりきっていますので、これからもみなさんのご支援

こ協力をお願いします。

作利秋山町長

鈴木益蔵助役

　
　
　
男

課　
　
　
芳

　
長

務
　
　
口

　
課

　
　
　
樋

　
務

総　
総

　
　
　
作

課　
　
　
清

　
長

務
　
　
井

　
課

　
　
　
菅

　
務

税　
税

社　会　課

社会課長

　関谷昭平

奴
奈
川
支
所

醗
防
蝦
堅

（
兼
務
）

馬
　
場
　
利

夫

庶
務
・
財
政
係
長
　
　
高
　
橋
　
宣
　
泰

　
固
定
資
産
税
係
長

　
諸
　
税
　
係
　
長

－
住
民
税
係
長

社
会
福
祉
係
長

戸
　
籍
　
係
　
長

（
兼
務
）

佐
　
藤
　
公

小鈴

山木

武利

保
健
衛
生
係
長
　
　
松
　
永

直国水
営保道
診

療係係

所長長

山課

長賀

八兼

運防交統広
報
・
消

　
計通
安

　
犯
　
転

（
注
　
○
印
は
主
任
の
職
に
あ
る
も
の
）

手係全係防

　一一

財
　
政
　
係

用行庶

務政務

員係係

一

　男

出
住諸固
　　定
籍塵
　　税
係係係

雄
　
　
社
会
福
祉
係

司
　
　
戸
　
籍
　
　
係

勝
鹸
健
璽
縣

松
代
保
育
園
園
長
　
　
課
　
長
　
兼

室
野
保
育
園
園
長
　
課
長
兼

蒲
生
保
育
園
園
長
　
課
長
兼

　郎務

看国水

務
蔽

務
占
罐

　
　
　
糸

　護保道

母婦係係

食食食
婦母婦母婦

高
橋
　
　
勝

佐
藤
　
徹
夫

石
口
　
松
男

高
橋
　
栄
子

（
兼
務
）

石
口
　
松
男

市
川
　
健
司

　
（
兼
務
）

○
佐
藤
　
信
一
　
　
室
岡

○
小
堺
　
月
子
　
　
福
原

小
野
島
美
津
子

　
柳
○
樋
口

○
相
沢

佐
藤
柳室
岡
数
井

○
山
賀

○
米
持

満

江徹

利
彦
良
平
　
　
柳
　
　
　
久

　
守
　
○
柳
　
ハ
ル
エ

徳　和秀広則
二茂代俊美夫

○
斉
木
美
恵
子

○
鈴
木
　
孝
子

　
山
岸
喜
美
江

佐
藤
　
好
子

　
石
口
　
町
子

若
月
美
津
江

○
本
山
　
絹
江

　
山
岸
ト
シ
子

市
川
　
英
世
　
　
高
橋

西
方
　
慶
子

星
名
由
美
子

相
沢
　
幸
一

米
持
　
敏
雄

西
潟
　
定
子

佐
藤
キ
ヨ
ノ

山
岸
　
ト
ク

佐
藤
千
枝
子

柳
　
み
ね
子

大
野
高
橋
茂
野

柳

祥
郎

孝淳保
蔵子子

ふ
じ
え
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松代町役場事務機構図
（昭和60年度）

課
　
和

　
　
　
政

業
長
谷

　
課

　
　
　
関

　
業

産
　
産

入役

柳公治

　
　
　
に

課
　
　
良

　
　
　
三

設
長
田

　
課
武

　
設
建
建

薩
業
灘
係
亟

農
業
土
木
係
長

職畜農
　　業
業産土
　　ノヤ
係係済
　　係
長長長

一

教育委員会
収

教育長
島田健司

総合体育館 公 民　館

公民館長兼務 館　長

高橋秀夫 高橋秀夫

社
会
教
育
係
長

（
兼
務
）

高
　
橋

柳
（
兼
務
）

高
　
橋

関
　
谷

嵩健

館
　
長
　
兼

社
会
体
育
係
長
中

農
業
委
員
会

松
代
町
議
会
事
務
局

呂
薩
業
親
済
鮨

一
“
業
胤
木
傭

松
毒
業
麟
済
縣

諮
晶
、
雛
．
縣

（
県
派
遣
）

沢
久
征
i
社
会
体
育
係

事
務
局
長
（
兼
任
）
関
　
谷
　
政

和
　
　
書
　
記

　
　
　
目
　
記

　
　
　
　
　
己

　
　
　
　
　
曇
ロ

○
鈴
木
太
一
郎

○
小
堺

○
室
岡

○
堀
川

○
柳菅
井
菅
井

正正善一　定
一一雄郎茂男

○
鈴
木
太
一
郎

○
斉
木
　
　
勉

○
佐
藤
　
達
夫

○
鈴
木
幸
紀
代

○
高
橋

　
牧
野

○
池
田

○
相
沢
高
橋
松
中

○
孟
小
松
小
奴
小
高
橋
石
口

丈　佐柳蓑村　哲正恵憲
夫博藤　輪山博夫直子保

石
口
　
博
雄

○
米
持
　
恒
敏

○
佐
藤
　
信
一

〇
佐
藤
　
信
一

　
山
岸

　
柳
　
万
羽

　
斉
藤

　
柳
　
山
岸

（
兼
務
）

（
兼
務
）

○
関
谷
英
市
郎

武
田
　
芳
夫

○
斉
木
　
芳
治

秋
山
益
太
郎

（
兼
務
）

盛
義
喜
作
早
苗
秀
司
　
樋
口

　
桑
原

正
孝
裕
子
（
兼
務
）

美
栄
　
　
鈴
木
清
彦

一
良
　
　
関
谷
　
栄
治

裕
子
正
孝
（
兼
務
）

山
岸
　
正
孝
（
兼
務
）

柳
　
　
裕
子
（
兼
務
）

　
　
　
○
宮
沢
　
諄
一

○
柳

佐
藤
　
和
美

　
北
小
　
樋
口

　
清
小
　
万
羽

　
蒲
小
　
山
岸

　
彰
タ
マ

裕
幸洋幸
雄子作

松
代
町
選
挙
管
理
委
員
会

日
記

長
（
兼
任
）
樋
　
口
　
芳
　
男
　
　
書
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本
会
の
昭
和
五
十
九
年
度
事
業
も

計
画
通
り
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
皆
様
の
ご
熱
意
に
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
．

　
当
町
、
青
少
年
の
非
行
は
心
配
し

た
ほ
ど
の
こ
と
も
な
く
経
過
し
今
日

に
い
た
り
ま
し
た
こ
と
は
大
へ
ん
喜

こ
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
子

ど
も
の
一
人
一
人
を
み
つ
め
た
と
き
、

ま
だ
ま
だ
指
導
の
必
要
が
あ
る
よ
う

で
す
。

　
今
回
、
町
内
の
先
生
方
よ
り
、
読

み
易
く
、
わ
か
り
易
い
家
庭
教
育
資

料
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
年
な
ら
ば
本
会
の
事
業
の
一
つ
か

と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
印
刷
・
製

本
費
の
一
部
を
分
担
す
る
こ
と
に
致

し
ま
し
た
。
幼
・
小
中
学
生
の
家
庭

に
配
布
す
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
ど

う
か
有
効
に
利
用
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
本
会
も
発
足
し
て
五
ヶ
年

が
経
過
し
、
六
年
目
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
遅
々
で
は
あ
り
ま
す

が
町
の
青
少
年
育
成
に
尽
力
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
本
年
度
は
会
貝
を
さ

ら
に
増
員
し
、
充
実
し
て
さ
ら
に
発

展
す
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
私
は
昨
年
度
環
境
改

善
懇
談
会
に
参
加
し
部
落
の
方
々
と

映
画
の
鑑
賞
や
、
青
少
年
の
実
態
に

つ
い
て
語
り
合
い
有
意
義
な
一
時
を

す
ご
し
ま
し
た
。
せ
め
て
全
部
落
一

年
一
回
実
施
し
た
い
の
で
す
が
人
員

的
に
、
時
間
的
に
不
可
能
で
す
。
本

会
の
事
業
も
現
状
か
ら
し
て
こ
れ
以

上
の
拡
大
を
望
む
こ
と
は
至
難
の
よ

う
で
す
。
せ
め
て
一
つ
一
つ
の
事
業

が
実
の
あ
る
も
の
に
努
力
す
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
ど
う
か
ご
支
援
下
さ
い
。

　
最
後
に
本
会
を
よ
り
強
力
に
し
、

青
少
年
の
育
成
を
推
進
す
る
た
め
、

ご
入
会
の
ご
案
内
を
い
た
し
ま
す
。

あ
の
子
も
、
こ
の
子
も

わ
が
子
と
思
っ
て

1
青
少
年
育
成
は
み
ん
な
の
カ
で
ー

声

●

マ9

　　生渥学習の

　　　　　　　　時代

難麟……嫁、　　　、
蒸鐘灘選難灘灘繕　＿

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
代
表
さ
れ
る

最
近
の
技
術
革
新
に
は
、
目
を
見
張

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
ス
ペ
ー
ス
・
シ
ャ
ト
ル
に
よ
る
宇

宙
開
発
、
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
を
駆
使

し
た
情
報
化
社
会
の
到
来
な
ど
を
見

て
も
、
わ
ず
か
半
世
紀
前
に
は
”
夢

物
語
”
で
し
か
な
か
っ
た
こ
と
が
、

次
々
と
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　
急
激
な
変
化
は
、
技
術
の
分
野
に

と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
人
口
の
増
加
、

高
校
・
大
学
へ
の
進
学
率
の
増
大
な

ど
に
よ
る
高
等
教
育
の
普
及
、
急
速

な
高
齢
化
社
会
の
到
来
　
　
な
ど
、

わ
た
し
た
ち
現
代
人
は
、
こ
れ
ま
で

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
き
な
変
化

の
中
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
か
つ

て
は
幾
世
代
に
も
わ
た
っ
て
徐
々
に

起
こ
っ
て
き
た
変
化
が
、
今
や
一
世

代
あ
る
い
は
も
っ
と
短
い
期
間
に
生

じ
、
進
行
し
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
う
し
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

の
変
化
の
波
は
、
わ
た
し
た
ち
の
仕

事
の
面
ば
か
り
で
な
く
社
会
生
活
、

家
庭
生
活
の
す
み
ず
み
に
い
た
る
ま

で
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

自
ら
学
習
し

　
自
分
を
育
て
る

　
変
化
の
激
し
い
現
代
社
会
で
生
き

て
い
く
に
は
、
わ
た
し
た
ち
は
、
絶

え
ず
新
し
い
技
術
と
知
識
を
身
に
つ

け
る
必
要
に
迫
ら
れ
ま
す
。
以
前
の

よ
う
な
、
い
っ
た
ん
修
得
し
た
知
識

や
技
術
の
役
立
つ
年
数
が
長
か
っ
た

生涯学習i
lつて何？

時
代
に
比
べ
て
、
い
ま
で
は
社
会
変

化
の
サ
イ
ク
ル
が
極
端
に
短
く
な
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。
も
は
や
、
学
生

時
代
に
身
に
つ
け
た
”
成
果
”
だ
け

で
は
、
と
て
も
自
分
の
生
涯
を
全
う

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　
ま
し
て
や
高
齢
化
社
会
で
す
。
”
人

生
八
十
年
”
時
代
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
、
人
の
一
生
は
大
幅
に
延
び
ま
し

た
。
長
く
な
っ
た
老
後
を
張
り
の
あ

る
も
の
に
し
、
よ
り
充
実
し
た
人
生

を
送
る
た
め
に
は
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
自
ら
学
習
し
、
社
会
の
変
化
に
と

り
残
さ
れ
な
い
よ
う
自
分
自
身
を
育

て
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
人
々
が
自
発
的
な

意
思
に
基
づ
き
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

行
う
学
習
を
「
生
涯
学
習
」
と
言
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
人
々
が
生
涯
に
わ
た
り

必
要
に
応
じ
て
学
習
で
き
る
よ
う
、

学
校
教
育
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
の

さ
ま
ざ
ま
な
教
育
機
能
を
総
合
的
に

整
備
し
て
い
く
こ
と
　
　
こ
れ
が
「
生

涯
教
育
」
の
基
本
的
な
考
え
方
で
す
。

　
い
わ
ゆ
る
学
歴
偏
重
の
社
会
的
風

潮
を
改
め
、
生
涯
に
わ
た
る
人
そ
れ

ぞ
れ
の
学
習
を
尊
び
、
高
く
評
価
す

る
社
会
　
　
　
”
学
習
社
会
”
を
つ
く

り
あ
げ
て
い
く
上
で
も
、
生
涯
教
育

の
推
進
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

鵜○．
．
竜
♂
9

硬
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衆
議
院
議
員
の
総
選
挙
と
参
議
院

すれお
。ばい選

挙
の
期
日
前
の
一
定
の
期
間
に

て
公
示
ま
た
は
告
示
を
し
な
け

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

1六
公
示
と

告
示

議
員
の
通
常
選
挙
の
選
挙
期
日
の
公

示
は
天
皇
が
詔
書
を
も
っ
て
行
い
ま

す
。　
国
会
議
員
の
そ
の
他
の
選
挙
及
び

地
方
公
共
団
体
の
選
挙
の
選
挙
期
日

の
告
示
は
そ
の
選
挙
の
事
務
を
管
理

す
る
選
挙
管
理
委
員
会
が
官
報
、
公

報
等
に
掲
載
し
て
行
う
こ
と
と
さ
れ

ち
メ
モ
③

て
い
ま
す
。

　
公
示
ま
た
は
告
示
に
よ
っ
て
選
挙

期
日
が
決
ま
る
ば
か
り
で
な
く
選
挙

に
関
す
る
諸
手
続
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
公
示
ま
た
は
告
示
を
す
べ
き
日

①
衆
議
院
議
員
選
挙

　
選
挙
期
日
前
少
な
く
と
も
1
5
日
前

　
ま
で

②
参
議
院
議
員
選
挙

　
　
　
　
〃
　
　
　
1
8
日
前
ま
で

③
都
道
府
県
知
事
選
挙

　
　
　
　
〃
　
　
　
2
0
日
前
ま
で

④
都
道
府
県
の
議
会
議
員
の
選
挙

　
　
　
　
〃
　
　
　
　
9
日
前
ま
で

詔Q
　　　　、　　　　専

⑤
指
定
都
市
の
長
の
選
挙

　
選
挙
期
日
前
少
な
く
と
も
1
5
日
前

　
ま
で

⑥
指
定
都
市
の
議
会
の
議
員
の
選
挙

　
　
　
　
〃
　
　
　
　
9
日
前
ま
で

⑦
⑤
⑥
を
除
く
市
の
選
挙

　
　
　
　
〃
　
　
　
　
7
日
前
ま
で

⑧
町
村
の
選
挙

　
　
　
　
〃
　
　
　
　
5
日
前
ま
で

5月12日（日）は

松代町長選挙の

投票日です

⑪

　　　　シンナーを吸っている
　シンナーを吸う子供には、大きく分けて2つのタイプが考え
られます。

　1つは、仲間同士の秘密として、あるいは仲間に認められた

いことからシンナーを吸う「非行共存型」。もう1つは、不安・

不快といった嫌な気持ちになったとき吸うと、その気持ちが忘

れられるから、という現実からの“逃避”としてシンナーを常
習していく「依存型」。

■仲間意識を強めるためにシンナーを吸う

　シンナーを吸うきっかけとなるのは、仲間です。先輩、後輩

といった友達関係の中で、初めてシンナーを吸い、そのままや

められなくなる　　というのが圧倒的に多いケースです。自分

で興味をもって、1人で吸い始めるというのは皆無といっても
いいで’しよう。

　「おまえも、やってみろ」。友達の部屋に行ったら、4人の上

級生がシンナーを吸っていて、命令口調でこう言われた。やら

ないと仲間はずれにされる、あるいは吸うことによって仲間意

識をより強める　　これがシンナーへの第一歩となるのです。

　最初は仲間と一緒に吸っていたのが、心も体もシンナーに依

存するようになってくると、やがて1人ででも吸うようになっ

てきます。そして、覚めているときは“もう2度と吸うまい”

と思っても、つい手を出してしまう。その揚げ句、仲間がみん

なシンナーを“卒業”してしまってからでも、1人で吸ってる

ようでは問題です。と言いますのも蟻シンナー年齢”は14、15

歳がピークで、その後は、ほとんどやめるケースが多いからで

す。　「いつまでも吸ってるなんてカッコわるい」　「コドモっぽ

い」というのが、子供たちの“卒業の弁”なのです。

一“酔っている”状態のときしかっても効果はあまりない

　子供の目がトロンとして、口がよく回らない。その上、ふだ

んの性格からは考えられないような暴言を吐く……これがシン

ナーに“酔っている”状態です。

　このような場面に出合ったら、すぐシンナーを取りあげてくだ

さい。怖くて自分にはできないと思ったら、だれかに応援を頼

んでもよいでしょう。たばこなどと違ってシンナーの場合は、

速やかに対処する必要があります。薬物による意識障害は、あ

とあと重大な結果を招くことになるからです。

　しかし、注意を与えたりするのは、シンナーが覚める3、4
時間後がいいでしょう。“酔っている”状態のときに、しかった

り涙ながらに本人に訴えても、うまくいかないことが多いからです。

■習慣化している場合は必ず専門家に相談を

　「依存型」の子供に、やたら説教をして責め立てるのは危険

です。シンナーを吸うと体に悪いことは、本人がよく知ってい

ます。親に言われると“もう2度としません”と誓っておきな

がら、またやってしまう。そんな自分がみじめで、また吸う。

こういう心理状態にある子供を責めるのは、本人にますますみ

じめな思いを強いることになり、結果的には、逆にシンナーに向

かわせてしまうことになります。

　シンナーが習慣化している場合は、必ず専門家に相談しなが

ら、時間をかけて子供の自覚を促すようにしてください。

　　　　〔指導〕警視庁世田谷少年センター・カウンセラー　岩佐壽夫
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．鱗脇囹齢圓蕪購
　　　　　　　　　　　目転車編

自転車を選ぶとき．あなたは何

を墓準に選びますか？スタイル＼

それとも実用性……。

一番大切なのは．自転車の大き

さと乗り手のバランスー一体の大

きさや体力のバランス　　がとれ

ていることです。

どのくらいの大きさが適切な大

きさかというと……。まず．自転

車にまたがってください。ハンド

ルは自由に動かせますか？両足先

が地面についていますか？図に示

したような点を十分チエツクして＼

体に合った自転車を選びましょう。

体
に
合
つ
た

自
転
車
を
選
ぼ
う

体に合った自転車選びのボイント

／／・

　
西
潟
さ
ん
は
、
私
共
の
大
先
輩
で

あ
る
。
昭
和
4
2
年
ま
で
役
場
に
勤
務

さ
れ
て
い
た
。
今
は
心
配
ご
と
相
談

員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

　
水
嵩
さ
の
増
し
た
渋
海
川
を
渡
り

西
潟
さ
ん
宅
に
向
う
。
玄
関
の
呼
び

鈴
を
押
す
。
左
側
の
棚
の
上
に
、
ド

ッ
チ
ボ
ー
ル
程
の
石
が
目
に
入
っ
た
。

　
一
階
の
居
間
で
、
今
度
、
こ
ん
な

企
画
を
し
ま
し
た
の
で
、
早
速
で
す

が
話
を
聞
か
せ
て
下
さ
い
。

　
何
時
頃
か
ら
、
石
に
興
味
を
も
た

磨
く
の
に
ど
れ
位
か
か
り
ま

仲
問
は
何
人
位
お
り
ま
す
か

石
で
一
日
半
位
で
す
ね
。
と

イ
カ
程
の
石
を
指
さ
さ
れ
た

、
サ
ン
ダ
ー
と
言
う
機
械
と

ぺ
ー
パ
ー
で
（
木
工
用
と
石

る
）
磨
き
ま
す
。
老
人
ク
ラ

き
が
い
対
策
で
2
5
名
程
の
仲

る
そ
う
で
あ
る
。
皆
さ
ん
も

っ
て
い
る
真
の
美
し
さ
を
求

ま
せ
ん
か
。

め石間ブ用サ道小　す　すと話　類は　　生簡れかさか　　けと行は　れ
てのがのがン具玉こか石。見さ一は’樫二の単たら一ら石石でしや40そた
み持お生あドはスのoを　詰れつ60感の階重にoかをで磨のすてら年うの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なだ’き魅o集出位でで言

わ
れ
た
け
れ
ど
、
何
か
人

み
よ
う
な
も
の
を
感
じ
た
。

に
案
内
さ
れ
た
。

棚
に
整
然
と
し
て
い
る
石
に

動
の
声
を
上
げ
た
。
石
の
種

種
、
石
0
～
㎜
個
は
あ
り
ま
す
。

一
つ
私
共
に
石
の
思
い
出
を

る
…
…
一
日
も
二
日
も
じ
つ

て
い
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で

カ
は
ど
ん
な
事
で
す
か
。

を
始
め
た
の
は
1
5
年
程
前

石
の
本
当
の
値
打
（
美
し

す
こ
と
か
ね
…
…
物
好
き

…
…
と
大
き
な
声
で
笑
わ

す
か
。

す
ね
。
採
集
を
始
め
た
の

前
に
な
り
ま
す
か
…
…
旅

か
け
た
時
、
旅
の
思
い
出

め
始
め
た
の
が
、
切
っ
掛
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　　　　　▲たき火をする時は後始末を完全に！㍉

　　　　▲たばこの吸いがらは必ず消しましょう。

　　　▲車からたばこの吸いがらを投げ捨てないように！

　　▲強風又は乾燥時及び枯れ草等のある危険な場所では

　　　マッチの使用やたき火はつとめてさけましょう。

▲火入れする時は消防署に届出しましょう。
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戸
籍
の
窓
ロ

　
　
　
　
　
　
　
三
月
受
付
分

　
げ
ん
き
な
よ
い
子
に
（
誕
生
）

山
賀
由
美
　
父
　
茂
　
母
喜
代
美

　
　
（
三
女
・
小
荒
戸
・
杉
ノ
沢
）

佐
藤
美
春
　
父
豊
彦
　
母
千
津
江

　
　
　
　
（
長
女
・
室
野
・
道
先
）

　
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

小
堺
常
雄
　
5
9
歳
　
蒲
生
　
中
　
林

柳
佐
市
郎
　
6
9
歳
　
菅
刈
井
戸
ノ
上

小
堺
國
治
　
8
0
歳
　
蓬
平
　
安
エ
門

萬
羽
幹
春
　
1
9
歳
　
会
沢
　
美
喜
屋

　
馨
ρ
～
」
ρ
≧
」
ρ
雪
¢
2
」
¢
2
」
馨
¢
2
」
薯
」
馨
s
J
¢
2
」

　
有
段
を
目
指
し
て

　
　
出
題
　
九
段
　
武
宮
　
正
樹

　
　
白
先
コ
ウ
　
5
手
ま
で

　
●
ヒ
ン
ト
…
手
筋
の
ツ
ケ
を
ど
こ

　
　
へ
打
つ
か
。

　
　
5
分
で
1
級
　
3
分
で
2
段
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文
芸

．
則
豊
。

　ロ

し
ぶ
み
句
会

F

春
淡
し
祖
母
の
形
見
の
般
若
経

啓
蟄
や
澁
海
川
土
手
日
の
当
た
る

大
寺
を
大
き
く
見
せ
て
朧
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
舟

雪
割
る
や
大
地
や
さ
し
き
陽
の
下
に

酒
旨
し
吾
子
合
格
の
報
あ
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
ら

雨
い
つ
か
雪
と
な
る
村
落
戻
り
寒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

園
芸
誌
こ
た
つ
で
選
ぶ
花
の
種

雪
晴
れ
や
隣
の
歌
の
我
が
家
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
め

趣
味
と
言
い
出
荷
の
注
連
な
う
嫁
の

あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
代

八
木
節
の
響
く
駅
舎
や
早
春
賦

ス
キ
ー
休
む
時
ス
キ
ー
を
雪
に
立
て

リ
フ
ト
か
ら
見
る
ゲ
レ
ン
デ
の
滑
り

ぶ
り
　
　
　
　
　
　
　
淡
水

春
の
雪
切
符
受
箱
無
人
駅

日
脚
伸
ぶ
焼
き
い
も
売
り
の
懐
し
く

日
脚
伸
ぶ
退
庁
の
鍵
た
し
か
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

昔
よ
り
伝
え
教
え
て
成
木
責
め

如
月
に
ま
だ
吹
雪
き
居
り
良
寛
忌

入
学
の
孫
送
り
出
て
門
に
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
　
仙

日
脚
伸
ぶ
行
商
人
の
門
伝
い

雪
崩
跡
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の
香
り
の
た
ち
に
け
り

春
風
や
野
鳥
の
声
も
高
々
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

春
近
し
頸
城
連
山
縞
な
し
て

縁
談
の
あ
り
て
明
る
し
春
隣

木
の
幹
の
雪
穴
広
く
春
近
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌

残
雪
と
い
う
に
は
多
し
奥
越
後

弘

車
道
か
ら
路
地
に
入
れ
ば
雪
残
る

淡
雪
を
舌
で
受
け
と
め
は
し
や
ぐ
子

等
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
歩

年
回
の
佛
詣
で
や
寒
戻
る

内
職
の
手
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は
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ど
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ぶ
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朴
な
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手
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雛
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ふ
え
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七
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目
の
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焼
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ふ
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近
づ
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ぼ
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ざ
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と
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流
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暫
く
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手
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毛
づ
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る
猫
や
土
手
う
ら
ら

雨
霜
に
揺
ら
ぎ
菊
の
芽
淡
々
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

春
泥
に
煙
り
一
一
一
一
旭
い
行
く
捨
て
煙
草

い
た
ど
り

虎
杖
の
生
ゆ
る
頃
よ
と
尋
ね
け
り

若
潮
は
遠
く
光
り
て
菜
は
盛
り

荷
上
げ
待
つ
外
国
船
や
春
の
潮

　
　
　
　
　
（
在
千
葉
）
　
鐵
　
堂

廃
校
の
朽
ち
て
ふ
か
ぶ
か
雪
残
る

暖
房
の
桜
卒
業
式
に
散
る

蕗
か
め
ば
口
中
に
が
き
つ
ば
走
る

北
の
窓
開
け
ば
彼
岸
香
匂
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

雪
の
嵩
減
り
て
隣
家
の
灯
り
見
ゆ

丈
余
な
る
雪
に
彼
岸
の
灯
を
と
も
す

春
愁
や
妹
が
残
せ
し
版
画
見
る

裸
木
の
艶
め
く
霜
の
梯
わ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

ふ
く
ろ
う
も
汚
れ
し
雪
も
朧
月

子
に
疲
れ
老
い
ゆ
く
な
ら
め
汚
れ
雪

春
の
夜
々
せ
ん
ね
ん
灸
は
ひ
た
熱
し

春
暁
の
雨
音
夢
見
て
疲
れ
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竜
　
峰峰し雪日　す人　　堂　　女ら　山　て

園
芸
｝
ロ
メ
モ

”
松
代
園
芸
愛
好
会
”

樹
形
の
い
ろ
い
ろ

㈹
吹
き
流
し

　
風
の
強
い
山
頂
や
海
岸
に
育
っ
た

樹
木
が
、
長
年
に
わ
た
っ
て
、
一
方

か
ら
吹
き
つ
け
る
風
に
吹
き
流
さ
れ

て
で
き
た
樹
形
で
す
。

根
張
　
り

　
根
張
り
は
特
別
に
間
題
と
し
ま
せ

ん
。
と
く
に
株
立
ち
や
根
連
な
り
は
、

吹
き
流
し
特
有
の
味
が
だ
せ
ま
す
。

幹

　
立
ち
あ
が
り
か
ら
一
方
に
吹
き
流

さ
れ
、
サ
バ
幹
な
ど
が
混
入
し
て
い

る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
す
。
幹
の

曲
り
は
人
工
的
で
な
く
、
無
造
作
で

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
感
じ
が
望
ま
し
い
。

枝

　
枝
順
は
さ
ほ
ど
気
を
配
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
然
の
枝
模
様
を

そ
こ
な
わ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ

う
。　
枝
の
中
に
ジ
ン
に
な
っ
た
枝
が
、

バ
ラ
ン
ス
よ
く
混
入
し
て
い
る
こ
と

が
望
ま
れ
ま
す
。
生
命
力
を
出
す
た

め
に
は
枝
先
を
上
向
き
に
ま
と
め
ま

し
ょ
う
。樹
冠

　
樹
冠
は
、
文
人
の
よ
う
な
軽
や
か

な
感
じ
を
出
す
よ
う
に
、
散
ら
し
た

方
が
よ
い
よ
う
で
す
。

3

1
5

〈詰碁解答〉臼1のツケが好手で、

このあと黒はどう打ってもコウよ
り良くはならない。


